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１ 開   催   日 2023年 ９月２８日 13:00～ 第４木曜日

　大阪工場内  ゆうゆう会館 ﾆﾃ

２ 参 加 人 数 ･男性７名 ・女性１名 ・投句１名　 計　９名

３ 今回の季語 九月(長月)の季語全般　(季語重なりがないこと！)

４ 選句の結果 ＊写真をみて一句❕ を試行してみる。

５ 講評・添削 披講； 東 さん

１) 語彙・表現良い句、見直すことでより良い表現へ
・彼岸入り行き合いの空時季停まる

⁂夏と秋とゆきかう空の模様    ※季節は秋なのに

・処暑過ぎて鱗は何処峰の雲      夏の季節を感じる

24節 の一つ 　 積乱雲(入道雲)      雲が空にある様子

　　鱗雲
・すすき穂のゆれて銀海曽爾高原

太陽の光でｷﾗｷﾗと輝く芒の穂を表現 ・蝉消えて朝露揺らす虫の声
･芒の穂銀から金へ移る時間 ・秋天のちぎれ子雲や消えゆきて

夕日の光に輝く時の色表現 ・秋の宵一行のみの濃日誌
    日光の光に輝く時の色表現 ・彼岸入り行き合いの空時季停まる

⁂ 比喩上手❕ ・テニスして昼寝勝ち夢爽やかに

・じゃじゃ孫も世に揉れしや栗になり ・園庭に太鼓が響く秋の空
・秋雨や妻CT検査晴れ間見ず
・昼の膳に適う庭苑薄紅葉

２) 季語無･当該季外れ⁈･季語重なり❕ ＋ 季語色々❕ ・温もりも届く赤飯敬老日

・蝉消えて朝露揺らす虫の声 ＊歩を止めし風波騒ぐ芒野に
　　秋の季語 ＊供すすき猫じゃらしかな仏泣く

　秋の季語 ※季節毎に現れる昆虫の固有名詞 ＊芒の穂銀から金へ移る時間
夏の季語 　については、その季節の季語となる。

６ 次回(＃64)開催日 2023年 １０月２６日 13:00～(15:00) 第４木曜日

兼題： 十月(神無月)の季語全般

写真で一句 ：菊/菊人形 注1) 季語の無い句や季語重なりがないこと❕
歳時記を参考に❕ 注2) ”五七五”の17音(文字)を満足すること❕

大阪工場内  ゆうゆう会館ﾆﾃ

第63回俳句を楽しむ会「かわせみ会」会報

選 外 句
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甘南備山 中秋の月


